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＜連絡事項＞

· ７/16から人事異動がありました。看護師2名入職となっています。

· 職員の顔写真を撮ってください。

· 新しい広報誌ができました。

· 節約委員会より　節約できるものに張り紙を張ります。節水・節電に協力して下さい。

· 患者様のID番号ができました。

· 7/26（火）症例検討会　13：30～　会議室

· 江刺家課長が老人性痴呆疾患治療病棟室長を兼任します。

· 事業計画の見直しをしましょう。

· 施設見学の依頼が今後来る予定です。見学が決定しだい連絡あります。

· 岩手リハビリテーションからの実習生指導計画書を提出しましょう。

· セルフレビューの資料を作成しましょう。

· 8/3（水）摩尼OTR公休となります。

· 8/5（金）大谷地OTR、諏訪OTR公休となります。

· 8/8（月）堀内OTR公休となります。

＜学術研究発表について＞

　学術研究発表会の抄録の内容について検討しています。

『参加拒否の強い患者様へのベッドサイドアプローチとその結果』（仮題）

· 作業療法に対して参加拒否のある患者様のうち１症例に焦点を当て、段階を踏んだ作業療法アプローチとその経過について事例報告形式にまとめ考察する。

· 症例：Ｔ・Ｙ様（70）♂　脳血管性痴呆（妄想性障害）

· （作業療法経過）

作業療法導入時には、「あっちもこっちも悪くなった。はあだめだ、死ぬ。」と悲

観的で身体的不調を訴え臥床している事が多い。しかし、日課においては声かけに

て自立しており、心気的な様子が見られる。「階段上がれないから行かねえ。」と作業への参加は拒まれ、ベッドサイドアプローチにて対応している。次第に少しずつ作業室へ参加出来るようになり、転棟を機に毎日参加でき、他者と共に作業に取り組む場面も多く見られるようになり、退院に至る。

